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新任教職員紹介

地域在宅看護学

大
おお

越
こし

　扶
ふ

貴
き

　宮城県石巻市で生まれ、仙台で青春時代
を過ごしました。その後臨床看護師を経て、
東京都豊島区で「お局様？」と男性職員に
恐れられるまで保健師をし、大学教員と
なっています。ひそかにちょろＱ集めてい
ます！！

実践基盤看護学

井
いの

上
うえ

　直
なお

子
こ

　看護学部を卒業し、看護師として内科系
病棟などで勤務していました。その後、本
学の修士課程で看護管理学を学びました。
大学での仕事は初めてです。学生さんたち
とともに学んでいきたいと思います。よろ
しくお願いいたします。

実践基盤看護学

北
きた

澤
ざわ

　強
つよ

志
し

　７月１日より基礎看護学講座の助手に就
任いたしました北澤です。
　私は、第９期生として本校を卒業し、臨
床で経験を積ませていただきました。教育
者として働くことは初めてで右も左もわか
りませんが、人一倍の元気と明るさで頑張
りたいと思います。どうぞよろしくお願い
します。

成人看護学

平
ひら

田
た

　育
いく

世
よ

　今年度4月より看護教員として勤務する
ことになりました。今年3月まで看護師と
して勤務していましたので、大学での授業
風景や学祭などの行事も新鮮に感じていま
す。新たな気持ちで頑張りますので宜しく
お願い致します。

母性看護学

岩
いわ

田
た

　朋
とも

美
み

　今年度より、母性看護学の助手に就任い
たしました。これまでは、助産師として勤
務し、妊産褥婦・新生児、成人・老年期の
女性の看護に携わっておりました。研究、
教育に携わることは初めてで戸惑うことも
ありますが、試行錯誤を重ねながら大学に
貢献できるよう頑張りたいと思います。

副理事長・事務局長

橋
はし

爪
づめ

　彰
あき

男
お

　平成23年４月に本学に赴任しました橋
爪です。どうぞよろしくお願いします。
　学生がみんな明るいことと環境が非常に
良いことが、初めての大学勤務の緊張感を
和らげていただいています。本学は、質の
高い看護職者の育成を使命としています
が、平成22年度の看護師国家試験は、受
験者全員が合格することができました。ま
た、学生には、外国の大学との交流など国
際的な視野を広げる機会も用意されていま
すので、楽しく学べることが本学の大きな
魅力となっています。事務局としては、様々
な方の協力をいただきながら、明るい職場
づくりに努めていきたいと思っています。

総務課

福
ふく

井
い

　崇
たか

司
し

　４月に着任し、教職員の任用、給与な
どを担当しています。初めての教育現場
ですが、その一員としてやりがいを感じ
ています。本学の発展に貢献できるよう
頑張ります。

総務課

山
やま

下
した

　敦
あつ

志
し

　県の松阪農林商工環境事務所からまい
りました山下です。本学では主に契約関
係の業務を担当しています。新しいこと
ばかりですが、頑張っていきたいと思い
ます。
　どうかよろしくお願いします。

退職の教員
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平成23年３月に退職・転出の職員
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新任教員

井上　直子 大越　扶貴 平田　育世 岩田　朋美
北澤　強志

総務課

山下　敦志
橋爪　彰男

福井　崇司
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教務学生課

中
なか

野
の

　未
み

姫
き

　平成23年1月より、教務
学生課勤務の中野です。
　大学生の就業力育成事業
担当です。どうぞよろしく
お願い致します。

教務学生課

正
しょう

後
ご

　敦
あつ

史
し

　県の政策部統計室からまいりました正
後（しょうご）です。前職では、県の
GDPや経済成長率、県民所得などの推計
を担当していました。本学では、教務学
生課で主に入試業務、後援会業務を担当
しています。学生のみなさんに有意義な
学生生活を送っていただけるよう支援し
ていきたいと思っています。

教務学生課

北
きた

島
じま

　利
とし

哉
ちか

　４月より教務学生課に
赴任いたしました。学生
の皆さんがより良い環境
で充実した学生生活を送
れるよう縁の下から支援
をしていきたいと思って
います。

事務局副局長兼教務学生課長

加
か

藤
とう

　和
かず

浩
ひろ

　本年４月に、事務局副局長兼
教務学生課長として着任いたし
ました。
　15年前に県庁で看護大学設
立に関わる業務を担当しており、
立派になった本学に勤務できる
幸せを感じながら、県立看護大
学の一層の発展に向けて事務局
運営に取り組んでいます。

附属図書館

八
や

木
ぎ

　真
ま

理
り

子
こ

　いつも一生懸命勉強されている学生の
方々を見て、その熱意を強く感じており
ます。
　皆さまが、より快適に図書館を利用でき
るよう精一杯サポートさせていただきたい
と思っております。いつでも気軽にお声が
けください。

企画広報課

　認定看護師教育課程「感染管理」の
事務を担当します。今年度から始まっ
た新しい教育課程なので、私も教育
課程と共に成長していきたいと思い
ます。

附属図書館

桐
きり

山
やま

　育
いく

子
こ

　附属図書館に昨年10月からお世話になって
ます。
　当館を利用される方々は大変勉強熱心で、驚
きました。
　看護という専門的分野ですが、微力ながらす
こしでもお役に立てるように努めていきます。
　たくさんの方のご来館お待ち致しております。

企画広報課

　企画広報課で学生募集等を担当して
います。本学の魅力をアピールできる
よう努めてまいりますので、よろしく
お願いいたします。

附属図書館

角
すみ

谷
や

　麻
あさ

美
み

　学生の皆さんが熱心に
学ぶ姿を見て感銘を受け
ると共に、その熱意に刺
激を感じる毎日です。
　微力ではございますが、
精一杯学習支援を行って
いきたいと思います。

附属図書館

西
にし

山
やま

　雅
まさ

一
かず

　毎日多くの利用者に利
用していただいて、本当
にありがとうございます。
　これからも皆さんの学
習や研究がよりやりやす
い環境となるようにス
タッフ一同で頑張ってい
く所存です。

山
やま

﨑
ざき

　理
り

恵
え

長
は

谷
せ

川
がわ

　仁
ひと

美
み

教務学生課

北島　利哉 正後　敦史

加藤　和浩

石黒　幸代 中野　未姫

企画広報課

山﨑　理恵
長谷川　仁美

西山　雅一

角谷　麻美 八木　真理子

桐山　育子

教務学生課

石
いし

黒
ぐろ

　幸
さち

代
よ

　聾学校から赴任してきまし
た。教務学生課では、証明書の
発行、奨学金関係、就職・国試
関係の事務を担当しています。
どうぞよろしくお願いします。

附属図書館



〒514-0116 三重県津市夢が丘1丁目1番地1

TEL 059-233-5600（代）

FAX 059-233-5666

http://www.mcn.ac.jp

ア ク セ ス マ ッ プ

交通のごあんない

公共交通機関で
●名古屋方面より：「名古屋駅」から「津駅」まで
　　　　　　　JR快速みえ・近鉄特急で50分
●大阪方面より：「難波駅」から「津駅」まで

近鉄特急で90分
・「津駅」西口バスのりば「１番」から三重
交通バスで「夢が丘団地」行き「看護大学
前」バス停下車　徒歩１分
・「津駅」西口よりタクシーで10分
飛行機　船で
●「中部国際空港（セントレア）」から
　津エアポートラインで「津なぎさまち」へ40分
　�「津なぎさまち」からタクシーで「三重県立看
護大学」まで20分

車で
●伊勢自動車道「津」ICより10分
●伊勢自動車道「芸濃」ICより15分

学章の由来
看護のイメージを高めてほしいという願いと、未来に向かって
成長していく若者の姿を大小2つの翼とナースの「N」をモチー
フにして表現しました。

三重県立看護大学は環境配慮の国際規格を認証取得しました。
看護系大学で初めてISO14001を認証取得。
地球環境と共生し調和するエコキャンパスをつくるため、ISO14001に基づく環境マネジメントシステムを構築し、地球環境にやさしいキャンパスづくりを積極的に推進
しています。

ISO14001とは…ISO（国際標準化機構）環境保全のための国際規格ISO14000シリーズのうち、ISO14001は企業や団体が事業活動を行う際に、環境に対する負荷を軽減する事業活動の一部
として組み込み、継続的改善を行うための環境マネジメントシステムについて定めています。

「大学基準協会」の定める「大学基準」に「適合」と認定されました。
認定マークとは…法で定められた認証評価機関である大学基準協会の大学評価を受け
て認定された大学に交付されたものであり、その大学が常に自己点検・評価に取り組
んでいること、そして社会に対して大学の質を保証していることを示すシンボルです。

編集後記

□平成23年9月発行

　MCNレポートでは、年2回に
わたり、大学の動き、取り組み、
学生生活を分かりやすく皆様に
伝えていきたいと思っておりま
す。この16号では、東日本大震
災への取り組み、いよいよ開講
した認定看護師教育課程「感染管理」について紹介して
います。編集に関係していただいた皆様に感謝致します。

MCN REPORT WG


